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五
月
十
一
日
午
後
一
時
よ
り
、
玉
川

村
体
育
館
に
お
い
て
、
玉
川
村
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会
(
会
長
矢
吹
市
三
〉
主
催

に
よ
る
、
ク
ラ
ブ
結
成
十
五
周
年
記
念

大
会
が
盛
会
の
う
ち
に
開
催
さ
れ
ま
し

た。
昭
和
三
十
八
年
八
月
一
日
に
公
布
施

行
さ
れ
た
子
老
人
福
祉
法
の
制
定
に
よ

り
、
わ
が
玉
川
村
で
も
各
部
落
に
ク
ラ

ブ
が
結
成
さ
れ
、
今
日
で
は
村
内
最
大

の
団
体
と
し
て
、
五
百
四
十
名
の
会
員

を
も
っ
ク
ラ
ブ
で
組
織
は
益
々
充
実
強

化
さ
れ
て
来
て
い
ま
す
。

大
会
に
は
老
人
、
関
係
者
な
ど
ニ
百

五
十
人
が
出
席
、
矢
吹
会
長
が
式
辞
を

の
ベ
、
社
会
福
祉
協
議
会
長
の
小
針
村

長
か
ら
矢
吹
会
長
ら
八
人
に
功
労
を
た

た
え
る
表
彰
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。こ

の
あ
と
小
高
長
慶
会
長
車
田
幸
一

さ
ん
が
「
ク
ラ
ブ
結
成
の
思
い
出
」
と

題
し
て
体
験
発
表
が
あ
り
、
最
後
に
民

謡
な
ど
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
楽
し
い

ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

表
彰
状
、
感
謝
状
受
賞
者
次
の
通
り

。
表
彰
状

矢

吹

市

三

ヘ
玉
引
村
老
人
グ
ラ
ブ
連
合
会
長
戸

/

竜

崎

長

寿

会

長

、

車
田
幸
一
(
小
高
長
慶
会
長
〉

矢
吹
精
助
(
岩
法
寺
長
寿
会
長
)

佐
藤
計
策
(
吉
こ
が
ね
会
長
〉

野
口
勘
治
つ
ぞ
北
須
釜
長
寿
会
長
)

小
原
忠
治
(
一
元
、
南
須
釜
長
寿
会
長
)

相
楽
ト
シ
〈
元
、
同
長
寿
会
役
員
〉

小
針
安
司

(
ク
ラ
ブ
結
成
指
導
育
成
功
労
者
)

。
感
謝
状

奥
野
電
気
株
式
会
社

東
京
精
工
株
式
会
社

関
根
き
よ
(
小
高
)
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昭
和
五
十
三
年
度

川
結
核
検
診
実
務
均
一
一
一
滋
知
沼
港
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玉

川

村

役

場

住

民

課

本
年
も
皆
さ
ん
の
健
康
を
守
る
た
め

左
記
に
よ
り
、
一
般
住
民
結
核
検
診
を

実
施
し
ま
す
の
で
、
一
人
の
こ
ら
ず
検

診
に
参
加
し
て
下
さ
い
。

自
分
が
健
康
だ
と
思
っ
て
も
、
年
に

一
度
は
正
し
い
、
診
断
を
受
け
、
自
分

の
健
康
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

。
健
康
診
踊
実
施
要
項

1
、
検
診
の
際
に
は
必
ず
個
人
票
を

持
参
し
て
下
さ
い
。

2
、
結
核
検
診
は
十
五
才
以
上
全
員

受
け
な
け
れ
ぽ
な
り
ま
せ
ん
。

3
、
四
十
才
か
ら
六
四
才
ま
で
の
人

ハ
大
正
一
ニ
年
J
昭
和
十
三
年
ま
で

に
生
れ
た
)者
ν
は
循
環
器
検
診
と

ハ
身
長
手
体
重
、

・検
尿
九
血
圧
、

そ
の
他
の
検
診
Y
結
核
検
診
を
同

時
に
行
い
ま
す
。
個
人
票
に
赤
色

が
つ
い
て
い
る
者
。

4
、
一
応
地
域
毎
に
日
時
と
会
場
を

※ 

定
め
ま
し
た
が
指
定
の
日
に
都
合

の
悪
い
方
は
他
の
会
場
で
受
け
て

下
さ
い
。

5
、
受
診
出
来
な
い
者
、
又
は
、
病

人
等
は
家
族
の
方
か
ら
、
役
場
住

民
課
へ
連
絡
し
て
下
さ
い
。

左
記
日
程
中
に
お
受
け
に
な
ら
な

い
方
は
後
日
、
石
川
保
健
所
ま
で

行
っ
て
検
診
を
受
け
て
も
ら
う
こ

と
に
な
り
ま
す
の
で
注
意
し
て
下
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レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
及
循
環
器
検
診
日
程
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今
回
、
昭
和
五
十
二
年
分
所
得
税

の
特
別
減
税
が
行
わ
れ
、
次
の
金
額

が
還
付
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た。
還
付
さ
れ
る
金
額
は
、
本
人
は
六

千
円
、
控
除
対
象
配
偶
者
や
扶
養
親

族
は
一
人
に
つ
き
三
千
円
と
し
て
計

算
し
た
金
額
で
す
。
た
だ
し
、
昭
和

五
十
二
年
分
の
所
得
税
額
の
方
が
少

い
と
き
は
、
そ
の
税
額
ま
で
と
な
り

ま
す
。
還
付
方
法
と
そ
の
手
続
は
次

'ど
の
と
お
り
で
す
。

ぷ
ハ
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
場
合
〉

木
年
六
月
一
目
、
現
在
に
お
い
て
昨

年
と
同
じ
会
社
に
勤
務
し
て
い
る
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
は
、
六
月

J
七
月
ご

ろ
、
勤
務
先
か
ら
還
付
さ
れ
ま
す
。

八
事
業
所
得
者
な
ど
の
場
合
〉

事
業
所
得
者
な
ど
確
定
申
告
を
し
て

納
税
し
た
人
は
、
六
月
末
ご
ろ
に
税
務

暑
か
ら
特
別
減
税
に
つ
い
て
の
お
知
ら

せ
が
送
付
さ
れ
ま
す
か
ら
、
こ
れ
に
同

封
し
て
あ
る
還
付
請
求
書
用
紙
に
所
要

の
事
項
を
記
入
し
て
、
税
務
署
に
送
り

返
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
う
し
ま
す
と
、

税
務
署
か
ら
還
付
金
の
支
払
通
知
書
が

送
ら
れ
て
き
ま
す
か
ら
、
こ
の
支
払
通

知
書
に
よ
っ
て
郵
便
局
で
還
付
金
を
受

取
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

八
そ
の
他
の
人
の
場
合
〉

今
年
に
な
っ
て
五
月
末
ま
で
に
退
職

し
た
人
や
、
昨
年
中
途
で
退
職
し
た
人

な
ど
は
、
税
務
署
へ
還
付
請
求
を
し
て

く
だ
さ
い
。
こ
の
場
合
、
昭
和
五
十
二

年
分
の
確
定
申
告
書
を
提
出
し
て
い
な

い
人
は
、
期
限
後
の
確
定
申
告
を
し

て
、
特
別
減
税
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

く
わ
し
い
こ
と
は
、
税
務
署
へ
お
た

ず
ね
く
だ
さ
い
。
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蛇
口
を
ひ
ね
れ
ば
、
好
き
な
だ
け
水

が
出
る
l
l
l
そ
ん
・
理
便
利
な
生
活
の
中

で
、
私
た
ち
は
と
か
く
水
道
の
水
の
貴

重
さ
を
忘
れ
が
ち
で
す
。

し
か
し
、
そ
の
水
を
つ
く
り
、
家
庭

に
運
ぶ
ま
で
に
は
、
ば
く
大
な
費
用
と

労
力
が
か
か
っ
て
い
ま
す
。
ダ
ム
の
建

設
、
浄
水
場
つ
く
り
、
消
毒
用
の
薬

品
、
導
水
管
や
配
水
管
句
設
置
、
施
設

の
維
持
、
管
理
:
:
:
数
え
あ
げ
れ
ば
キ

リ
が
あ
り
ま
せ
ん
。

と
こ
ろ
が
電
気
や
ガ
ス
と
ち
が
っ

て
、
水
の
使
い
方
に
つ
い
で
は
あ
ま
り

気
に
し
な
い
し人
が
多
い
よ
う
で
す
。

家
庭
で
、
学
校
で
、
会
社
で
、
一
人

一
人
の
工
夫
と
努
力
で
節
約
す
る
余
地

は
相
当
あ
り
ま
す
。

た
と
え
ば
、
蛇
口
か
ら
ポ
タ
ポ
タ
落

ち
る
て
い
ど
の
漏
水
で
も
、
一
時
間
で

一
リ
ッ
ト
ル
、
一
ヵ
月
間
で
普
通
の
浴

槽
で
約
四
杯
分
に
も
な
り
ま
す
。

こ
れ
が
糸
状
の
漏
水
に
な
る
と
、
一

ヶ
月
で
な
ん
と
、
浴
槽
二
十
九
杯
分
に

も
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

日
常
の
ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
意
が
、

た
い
へ
ん
な
ム
ダ
を
生
む
も
の
で
す

ね。
六
月
一
日
か
ら
「
水
道
週
間
」
が
始

ま
り
ま
す
。
こ
れ
を
機
会
に
、
節
水
の

心
が
け
を
今
い
ち
ど
新
た
に
し
た
い
も

の
で
す
。

一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

事
業
所
統
計
に
ご
協
力
を

6
月
時
日
全
国
い
っ
せ
い
に
実
施

三

年

に

一

回

実

施

さ

地

方

公

共

統
計
調
査
」
が
六
月
十
五
日
-
全
国
一い

九
団
体
が
調
査
し
ま
す
。

っ
せ
い
に
行
わ
れ
ま
す
。

‘

一一戸
〔
甲
調
査
υ

こ
れ
は
、
わ
が
国
の
事
業
所
の
業
種
1

J
J

や
従
業
員
数
、
営
業
状
態
な
必
の
実
態
一掛か
戸

民
間
経
営
の
事
業
所
が
対
象
に
な
り

を
つ
か
み
、
園
、
県
、
村
で
行
政
、
山
経

ふ
ま
す
。
事
業
所
の
名
称
、
所
在
地
、
経

済
施
策
を
進
め
る
上
で
基
礎
資
料
と
な
〆
営
組
織
べ
事
業
の
種
類
な
ど
の
ほ
か
、

る

も

の

で

す

。

会

社

の

本

所

事

業

所

(

本

社

〉

の

場

合

十

」

の

た

め

、

調

査

は

ゆ

ど

四

項

目

商

庖

、

学

校

の

ほ

か

、

品

す

。

国
鉄
の
駅
、
ホ
テ
ル
、

お
寺
に
い
‘
た
る
ま
で
、

所
が
対
象
に
な
り
ま
す

w
品
賃
貸
業

調

査

は

「

甲

調

査

」

民

な

ど

〉

旅

「

丙

社

査

」

仁

分

け

て

く

、

理

容

場
な
ど
が
対
象
で
建
物
、

一土

地

の

面

積
、
雇
用
者
の
給
与
、
最
近
一
年
間
の

売
上
高
の
三
項
目
を
、
甲
調
査
の
項
目

に
追
加
し
て
調
査
し
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
調
査
区
が
指
定
さ

れ
、
今
回
は
竜
崎
地
区
が
該
当
に
な
り

ま
す
。

〔
丙
調
査
〕

地
方
公
共
団
体
及
び
公
共
企
業
体
の

事
業
所
を
対
象
に
、
事
業
所
の
名
称
、

所
在
地
、
従
業
員
数
の
事
項
に
つ
い
て

調
査
し
ま
す
。

調
査
し
た
内
容
は
、
統
計
を
作
る
目

的
に
だ
け
使
用
さ
れ
ま
す
。
他
の
目
的

た
と
え
ば
徴
税
な
ど
に
使
用
さ
れ
る
こ

と
な
ど
あ
り
ま
せ
ん
し
、
調
査
員
や
、

調
査
関
係
者
が
他
に
洩
ら
す
こ
と
も
あ

り
ま
せ
ん
。

事
業
所
統
計
調
査
は
、
国
勢
調
査
と

な
ら
ぶ
国
の
基
本
的
な
調
査
で
す
。
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

友
情
の
輸
を
広
げ
る

野
外
活
動
研
修
会

公
民
館
で
は
、
キ
ャ
ン
プ
で
の
共
同

生
活
を
通
じ
て
、
青
年
の
仲
間
づ
く
り

を
進
め
る
た
め
七
月
十
五
1

十
六
日
一

泊
二
日
で
、
天
栄
村
羽
鳥
湖
畔
で
野
外

活
動
研
修
会
を
行
な
い
ま
す
。

こ
の
研
修
会
に
、
村
内
の
青
年
男
女

五
十
名
を
募
集
し
、
テ
ン
ト
の
張
り
方

や
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
を
囲
ん
で
の

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン

久
な
ぎ
た
の
し
さ
が
い

っ
ぱ
い
で
す
。

参
加
希
望
者
は
会
費
五
百
円
を
添
え

て
六
月
三
十
日
ま
で
玉
川
村
公
民
館
に

申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

「一口医学」

鼻中隔わん曲

鼻
は
、
鼻
中
隔
と
い
う
一
つ
の
隔

壁
に
よ
っ
て
、
左
右
に
わ
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

鼻
中
隔
が
よ
く
発
育
す
る
ほ
ど
鼻

が
高
く
な
る
わ
け
で
す
が
、
ほ
と
ん

ど
の
人
は
左
右
に
多
少
わ
ん
曲
し
て

い
ま
す
。

そ
の
わ
ん
曲
の
程
度
が
軽
け
れ
ば

問
題
は
な
い
の
で
す
が
、
わ
ん
曲
、
が

高
度
に
な
る
と
、
鼻
ョ
つ
ま
り
や
き
ゅ

う
覚
障
害
が
お
こ
っ
た
り
し
ま
す
。

と
く
に
か
ぜ
を
ひ
く
と
鼻
会
つ
ま
り
が

ひ
ど
く
、
ま
た
、
わ
ん
曲
の
ひ
ど
い

人
が
蓄
の
う
症
や
鼻
炎
に
か
か
る
と

な
か
な
か
治
り
ま
せ
ん
。

こ
の
病
気
は
、
鼻
の
構
造
そ
の
も

の
に
原
因
が
あ
る
の
で
、
薬
で
は
治

療
で
き
ま
せ
ん
が
、
手
術
を
す
れ
ば

す
っ
き
り
し
ま
す
。
こ
の
手
術
は
、

鼻
中
隔
の
粘
膜
に
切
線
を
入
れ
て
、

中
の
わ
ん
曲
し
て
し
て
い
る
軟
骨
を

切
除
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
鼻
中
隔
を

正
中
に
矯
正
す
る
わ
け
で
す
。

ふ
つ
う
入
院
す
る
こ
と
な
く
、
外

来
で
手
術
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

手
術
を
受
け
る
の
は
、
外
鼻
の
発

育
が
完
成
さ
れ
る
十
六
、
七
歳
以
後

が
よ
い
で
し
ょ
う
。

戸、r、^-"、~ヘ..-...ヘp、p、.rV'、~、r、r、.r.
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ころがせ、ころがせ、紅玉白玉〈須釜小〉A 鼓笛行進〈須釜小〉A 

と
郭
軽

経P
交
通
事
故
の
相
談
を

社
団
法
人
日
本
損
害
保
険
協
会
で

は
「
自
動
車
保
険
請
求
相
談
セ
ン
タ

ー
」
を
設
置
し
、
専
門
の
相
談
員
が

親
身
に
な
っ
て
交
通
事
故
に
よ
る
自

賠
(
強
制
)
任
意
を
問
わ
ず
、
自
動

車
保
険
の
請
求
手
続
き
や
、
交
通
事

故
の
解
決
方
法
等
の
ご
相
談
に
応
じ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
同
相
談
セ
ン
タ
ー
委
嘱
の

弁
護
土
が
毎
週
木
曜
日
に
複
雑
な
法

律
上
の
ご
相
談
に
お
答
え
し
て
い
ま

す。
相
談
は
一
切
無
料
で
す
か
ら
ご
遠

慮
な
く
ご
利
用
下
さ
い
。

。
開
設
場
所

福
島
市
大
町
七

i
二
五
(
七
十
七

ビ
ル
五
階
)

自
動
車
保
険
料
率
算
定
会
、
福
島

調
査
事
務
所
内

福
島
自
動
車
保
険
請
求
相
談
セ

ン

タ
ー

電
話
、
福
島

(
O
ニ
四
五
)
二
一
一
一

i
三
四
七
一

直
通
、
福
島

(
O
二
四
五
)
二

一
i
一
二
九
五

。
相
談
時
間

平
日
、
九
時
三

O
分

i
一
六
時

三

O
分

土
曜
日
、
九
時
三

O
分
!
十
二
時

。
弁
護
士
相
談
日

毎
週
木
曜
日
、
十
三
時

i
一
六
時
、

但
し
、
木
曜
日
が
休
日
に
あ
た
る
場

合
は
金
曜
日

全
国
高
校
総
体
開

会
式
入
場
券
取
り

扱
い
に
つ
い
て

昭
和
五
十
三
年
度
全
国
高
等
学
校
総

合
体
育
大
会
の
総
合
開
会
式
が
八
月
一

日
に
、
福
島
市
信
夫
丘
陸
上
競
技
場
で

行
な
わ
れ
ま
す
が
、
玉
川
村
公
民
館
で

は
そ
の
入
場
券
を
取
り
扱
い
ま
す
。

入
場
券
御
希
望
の
方
は
、
左
記
申
込

み
方
法
に
よ
り
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

コ】==ロ

申
込
み
方
法

申
込
み
は
往
復
は
が
き
を
使
い
、
往

信
用
は
が
き
に
①
住
所
②
氏
名
③
電
話

番
号
を
-
記
入
し
、
返
信
用
は
が
き
に
住

所
氏
名
を
記
入
の
う
え
、
六
月
二
十
日

ま
で
玉
川
村
公
民
館
へ
申
込
む
こ
と
。

(
一
人
一
枚
限
り
と
す
る
)

※
入
場
料
金

メ
ー

ン
ス

タ
ン
ド
、
二
百
円

芝

ス

タ

ン

ド

、

百

円

な
お
、
入
場
券
の
枚
数
に
限
り
が
あ

り
ま
す
の
で
、
申
込
者
が
多
い
場
合
に

は
抽
せ
ん
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。
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A 

4需

島h

さ

れ

ま

し

た

。

一

区

長

会

の

席

上

次

の

方

々

が

役

員

に

選

任

さ

れ

一

今
後
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
山

会

長

な

ど

き

ま

る

会

長

佐

久

間

安

直

一

副

会

長

石

森

金

治

山

昭
和
五
十
三
年
度
の
区
長
会
の
役

η

佐

久

間

倉

士

口

一

員
が
四
月
十
日
の
初
医
長
会
で
つ
ぎ

η

関

根

弘

子

一

の
と
お
り
き
ま
り
ま
し
た
。

H
H

矢

吹

光

江

一

会

長

大

野

金

次

郎

部

落

役

員

二

一

(

南

須

釜

医

長

)

川

辺

須

藤

利

夫

一

副

会

長

矢

部

宗

郎

蒜

生

真

弓

泰

行

唱

ハ

川

辺

区

長

)

小

高

岩

谷

-利

行

公

民

館

運

営

審

議

会

委

員

中

小

針

義

信

溝

井

義

明

山

石

法

寺

佐

久

間

倉

吉

(
小
一
口同

区

長

)

竜

崎

石

井

清

春

な

お

、

各

部

落

の

区

長

さ

ん

は

次

南

須

釜

大

越

十

七

の
と
お
り
で
す
。

H

リ

石

森

一

夫

川

辺

区

長

矢

部

宗

郎

北

須

釜

渡

辺

一

雄

蒜

生

区

長

曲

山

敬

三

郎

吉

矢

部

金

寿

小

高

区

長

溝

井

義

明

山

小

屋

石

森

金

治

中

区

長

小

林

富

雄

四

辻

塩

田

徳

康

岩

法

寺

区

長

矢

吹

好

夫

竜

崎

灰

一

長

上

野

清

一

南

須

釜

区

長

大

野

金

次

郎

北

須

釜

区

長

草

野

今

朝

吉

吉

区

長

大

和

田

兼

一

房

山

小

屋

区

長

石

森

郷

政

四

辻

区

長

関

根

正

一

農
業
改
良
推
進
員
会
長
に

佐
久
間
安
直
さ
ん

去
る
四
月
二
十
日
、
就
業
改
善
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
、
農
業
改
良
推
進

員
辞
令
交
付
式
が
行
な
わ
れ
、
県
知

事
、
村
長
よ
り
四
月
一
日
付
に
て
、

農
業
改
良
推
進
員
四
十
名
、
生
活
改

メ

なあ トツ

fまをも乙

すまり

し…ームー………一一



し
た
。気

苦
労
の
多
い
主
婦
た
ち
に
と
っ
て

は
気
分
転
換
に
も
な
り
、
ま
た
、
運
動

会
や
、
敬
老
会
な
ど
の
と
き
に
は
大
変

役
立
ち
、
家
庭
内
の
雰
囲
気
も
明
る
く

な
っ
た
と
会
員
た
ち
は
話
し
合
っ
て
い

ま
し
た
。

須
釜
公
民
館
落
成
を
記
念
し
て

6 

最後のチャンス

ぇイI.N主ニと

:踊
与

り
を
通
じ
て
心
豊
か
な
人
聞
を
つ
く

り
、
健
康
づ
く
り
に
役
立
て
る
た
め
に

も
、
気
軽
に
踊
り
を
楽
し
ん
で
下
さ
い

と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
講
習
に
う
つ
っ

た。
鈴
木
会
長
、
橋
本
部
長
か
ら
「
さ
く

ら
音
頭
」
外
二
曲
の
指
導
を
受
け
、
み

ん
な
で
楽
し
く
踊
っ
て
い
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
民
踊
が
玉
川
村
に
生
れ
た

の
は
今
か
ら
六
年
前
、
佐
藤
会
長
が
中

心
に
な
っ
て
普
及
に
力
を
入
れ
て
き
ま

主
川
村
ス
ポ
ー
ツ
民
踊
会
(
会
長
佐

藤
ハ
ル
イ
日
会
員
百
十
人
)
で
は
、
こ

の
ほ
ど
、
立
派
に
完
成
し
た
須
釜
公
民

館
落
成
を
記
念
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
民
踊

を
楽
し
む
会
を
同
館
大
研
修
室
で
、
九

十
人
の
会
員
が
参
加
し
て
盛
大
に
開
ら

か
れ
ま
し
た
。

郡
山
ス
ポ
ー
ツ
民
踊
協
会
か
ら
鈴
木

博
会
長
、
橋
本
長
一
指
導
部
長
を
招

き
、
ス
ポ
ー
ツ
民
踊
は
み
ん
な
が
集
っ

て
楽
し
く
踊
り
、
人
の
輪
(
和
〉
づ
く

も

無年金者iこも最後のテゃンス

無年金者に

の
年
金
制
度
に
加
入
し
て
い
な
い
人
で

す
。
も
し
、
あ
な
た
が
必
ず
加
入
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
人
で
あ
り
、
ま
だ
加

入
の
手
続
き
が
済
ん
で
い
な
い
な
ら
、

今
す
ぐ
手
続
き
を
す
る
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。
加
入
の
手
続
き
を
忘
れ
た

り
、
遅
れ
て
手
続
き
を
し
た
り
し
ま
す

と
、
万
一
、
ケ
ガ
を
し
た
り
、
不
幸
に

し
て
ご
主
人
が
死
亡
し
た
時
な
ど
に
障

害
年
金
や
母
子
年
金
等
が
受
け
ら
れ
な

い
こ
と
が
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
将

来
、
老
齢
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

な
く
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
加
入
の

手
続
き
は
必
ず
行
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ

。

〉
円
ノ

一
時
の
思
い
違
い
や
、
経
済
上
の
都

合
な
ど
で
、
国
民
年
金
に
当
然
加
入
す

べ
き
は
ず
な
の
に
、
今
ま
で
加
入
し
な

か
っ
た
人
に
、
最
後
の
加
入
の
チ
ャ
ン

ス
が
与
え
ら
れ
ま
す
。

こ
の
人
び
と
は
、
今
年
の
七
月
一
日

か
ら
、
昭
和
五
十
五
年
六
月
三
十
日
ま

で
の
二
年
間
に
加
入
の
手
続
き
を
済
ま

し
、
滞
納
し
て
い
た
保
険
料
を
納
め
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

ョ滞
納
保
険
料
額
は
、
一
カ
月
に
つ
き

四、

0
0
0円
の
割
合
で
納
め
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
で
老
齢

年
金
の
受
給
資
格
が
認
め
ら
れ
ま
す
。

こ
の
申
出
の
で
き
る
人
は
、
明
治
四

十
四
年
四
月
二
日
以
降
生
ま
れ
の
当
然

加
入
す
る
は
ず
の
人
で
す
。
任
意
加
入

の
人
に
は
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

く
わ
し
く
知
り
た
い
方
は
、
役
場
住

民
課
国
民
年
金
係
、に
問
合
せ
て
く
だ
さ

、。

国
民
年
金
の

昭和53年6月 1日

加
入
の
届
出
は
す
み
ま
し
た
か

楽
し
げ
に
踊
る
ス
ポ
ー
ツ
民
踊
会
の

み
な
さ
ん
た
ち

い
人
は
、
二
十
歳
以
上
六
十
歳
未
満
の

日
本
国
民
で
、
厚
生
年
金
保
険
や
共
済

組
合
等
の
被
用
者
(
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
)

国
民
年
金
の
加
入
の
届
出
は
お
済
み

で
し
ょ
う
か
。
国
民
年
金
は
、
農
業
、

漁
業
川
林
業
等
の
自
営
業
の
人
や
飲
食

庖
、
旅
館
、
理
容
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
業

な
ど
の

λ
と
、
そ
の
家
族
の
た
め
の
年

金
制
度
で
、
国
民
年
金
に
一ゲ加
入
し
て
い

る
人
が
歳
を
と

一っ
た
り
、
障
害
者
と
な

っ
た
り
、
母
子
世
帯
に
な
っ
た
場
合
に

そ
れ
ら
の
人
に
年
金
を
支
給
し
て
、
そ

の
生
活
の
安
定
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

国
民
年
金
に
は
、
必
ず
加
入
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
人
と
、
希
望
に
よ
り
加

入
オ
る

v

こ
と
が
で
き
る
人
と
が
あ
り
ま

す
が
、
必
ず
加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

No. 1 42  かわたま

国
民
年
金
の
保
険
料
の
額
除
、
一
律

で
月
額
二
千
七
百
三
十
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。ま

た
、
一
カ
月
四
百
円
を
上
積
み
し

て
納
め
る
と
、
年
金
額
が
上
積
み
さ
れ

る
付
加
年
金
制
度
も
あ
り
ま
す
。

広報
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日
現

E
t
i
 
歩
s仇

「環境遇

じ

6月5 日

は

7 

昭
和
五
十
年
度
に
、
全
国
で
排
出
さ

れ
た
い
わ
ゆ
る
H

家
庭
ゴ
ミ
H

の
量
は

、
一
ニ
千
百
八
十
二
万
ト
ン
に
も
な
り
ま

し
た
。こ

れ
に
、
会
社
や
工
場
な
ど
か
ら
も

出
る
同
じ
よ
う
な
ゴ
ミ
千
二
十
三
万
ト

ン
を
加
え
る
と
、
合
計
四
千
二
百
五
万

ト
ン
に
な
り
ま
す
。

こ
の
量
を
さ

b
に
分
か
り
ゃ
す
く
説

明
し
ま
す
と
、
国
民
一
人
が
一
日
あ
た

り
千
三
十
二
グ
ラ
ム
の
ゴ
ミ
を
出
し
た

こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
一
、
五
ト
ン
の
ゴ
ミ
の
収
集

車
で
換
算
し
ま
す
と
、
約
十
三
万
台

分
、
収
集
車
を
一
列
に
並
べ
る
と
約
六

百
キ
ロ
、
ざ
っ
と
東
京
か
ら
大
阪
ま
で

の
長
さ
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
こ
の
家
庭
ゴ
ミ
の
排

出
量
は
増
え
る
見
通
し
'で
す
。

環
境
庁
の
試
算
に
よ
り
ま
す
と
、
七

年
後
の
昭
祁
六
十
年
に
は
五
千
七
百
万

ト
ン
と
い
う
、
ぼ
う
大
な
ゴ
ミ
の
量
に

な
る
だ
ろ
う
と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

。

六
月
五
日
か
ら
、
例
年
ど
う
り
「
環

境
週
間
」
が
は
じ
ま
り
ま
す
。

こ
と
し
の
テ
!
マ
は
「
よ
り
よ

t

い
♂環

境
を
求
め
て
」
0

ゴ
ミ
に
埋
れ
た
日
本
に
な
ら
な
い
よ

う
、
私
た
ち
一
人
一
人
が
、
ゴ
ミ
を
出

さ
な
い
努
力
を
し
て
、
且
旦
を
減
ら
し
て

い
く
こ
と
を
心
が
け
た
い
も
の
で
す
。

「
尾
瀬
」
に

行
き
ま
せ
ん
か

公
民
館
主
催
恒
例
の
村
民
登
山
会

は
、
尾
瀬
が
原
に
行
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
期
日
は
来
る
、
七
月
二
十
八
日

の
夜
パ
ス
で
出
発
、
二
十
九
日
尾
瀬
小

屋
一
泊
、
一
二
十
自
の
夕
方
帰
着
の
予
定

で
百
名
を
募
集
し
ま
す
。

詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は
、
居

住
区
の
体
育
指
導
委
員
に
お
た
ず
ね
下

支
」
い
。

1
2
・r
E
J
、a
J
、・2
Z
E
e
-
、E
r
、Ee
Z
E
-
-
、2
・

:

(

昨

年

)

五

月

南

須

釜

村

太

郎

右

'衛

-

p

'

A

ト

ド

、

f
1内
v

、

近

世

版

占

ぬ

と

誌

④

門

弥

市

右

衛

門

山

小

屋

村

名

主

方

:

I

f

t

f

古
事
弓-y

罷
越
何
様
之
子
細
一
一
て
(
ど
ん
な
理

境

界

争

い

さ

ま

ざ

ま

由

で

〉

返

事

致

さ

ず

其

上

断

り

な

き

…

も
右
地
所
へ
手
差
致
さ
れ
候
や
と
承

り
侯
処
右
畑
ハ
作
り
来
り
侯
一
一
付
柏

岩

谷

浩

光

返
す
儀
罷
り
な
ら
ず
な
ど
と
返
答
仕

つ
い
で
宝
暦
九
年
正
月
十
六
日
に
道
境
ニ
て
右
ほ
ら
、
的
場
と
申
立
て
り
侯
依
之
(
こ
れ
に
よ
り
1
こ
の
た
♂

川
は
、
南
減
釜
村
か
ら
は
庄
屋
代
理
小
候
地
所
ハ
南
須
釜
村
御
水
帳
〈
土
地
め
に
〉
猶
叉
度
々
対
談
之
上
右
地
所

~
平
治
百
姓
惣
代
善
之
琵
が
、
北
須
釜
台
帳
〉
ニ
こ
れ
有
り
、
わ
せ
わ
ら
び
と
取
返
し
侯
一
一
付
立
毛
仕
附
申
す
べ
く

~
村
か
ら
は
庄
尾
代
理
と
し
て
武
人
組
申
す
所
一
一
て
御
座
候
南
須
釜
村
之
儀
と
存
じ
手
入
仕
置
侯
処
又
々
同
七
月

山
頭
勘
右
衛
門
百
姓
惣
代
善
之
混
(
同
段
々
困
窮
に
及
び
他
所
へ
奉
公
等

ニ
中
山
小
屋
村
一
一
て
右
場
所
へ
立
毛
仕

い
名
異
人
か
〉
等
五
人
が
江
戸
へ
出
向
罷
出
侯
者
多
く
こ
れ
有
り
徐
り
地
付
侯
ニ
付
南
須
釜
村
与
次
右
衛
門
善

~
き
、
百
本
橋
馬
喰
町
三
丁
目
の
幸
平
(
手
徐
り
地
1
耕

作

者

が

な

い

土

之

一盛
山
小
屋
村
名
主
方
へ
罷
越
申
候
~

町
屋
次
郎
兵
衛
方
に
於
て
小
幡
山
域
守

地

〉
御
座
候
故
荒
地
出
来
候
て
い

ハ
此
方
地
所
へ
我
が
ま
ふ
に
仕
付
致

J

様
へ
景
利
H

勘
定
奉
行
と
し
て
二
年
(
有
様
〉
に
つ
き
隣
村
々
へ
田
畑
入
候
儀
如
何
様
の
存
じ
寄

(
ど
ん
な
つ

い
九
ヶ
月
在
職
〉
に
対
面
が
叶
え
ら
れ
作
一
一
仕
り
置
き
(
隣
接
村
々
か
ら
入
も
り
で
)
一
一
候
や
と
承
り
候
処
其
の

~
詳
細
な
現
地
の
実
情
を
陳
述
し
た
上
り
こ
み
耕
作
さ
せ
て
お
く
〉
別
し
て

節
名
主
ハ
留
守
ニ

て
組
頭
百
姓
名
主

川
で
次
の
よ
う
な
書
面
を
提
出
し
た
。
〈
と
り
わ
け
)
山
小
屋
村
ハ
先
年
御
宅

へ
集
ま
り
右
畑
は
山
小
屋
村
地
内

山
こ
の
文
面
に
P
れ
ば
、
山
小
麗
村
の
一
領
(
同
一
領
地
で
あ
っ
た

0

〉
ニ
ニ
付
仕
付
候
な
ど
と
こ
れ
を
申
し
其

V

訴
状
に
対
し
て
真
向
か
ら
反
ば
く
を
て
殊
の
外
近
し
く
仕
り
候
に
付
(
隣
れ
ま
で
其
の
村
々
境
は
こ
れ
な
く
野

{
加
え
て
い
る
こ
と
が
読
み
と
ら

れ
村
の
た
め
親
し
い
間
柄
で
あ

っ

た

の

山

入
合

(
会
)
田
畑
ハ
起
し
次
第

ニ

川
る
。
そ
し
て
白
川
へ
は
二
十
三
日
に
で
〉
山
小
屋
村

へ
も
田
畑
入
作

一一
仕
侯
間
勝
手
次
第
何
方
成
共
(
ど
な
た

い
矯
着
し
た
こ
と
が
付
記
さ
れ
て
い
置
候
右
わ
せ
わ
ら
び
の
儀
も
南
須
釜
な
り
と
も
〉
切
り
起
し
申
し
な
ど
と

V

る

。

村

御

田

地

地

割

仕

侯

迄

の

御

約

束

に

偽
の
返
答
仕
り
候
-
一
付
其
の
後
な
お
~

恐
れ
乍
ら
返
答
書
を
以
て
申
上
げ
て
六
年
以
前
成
年
(
宝
暦
四
年
成
年
叉
山
小
屋
村
名
主
方
へ
対
談
仕
り
候

奉
り
候

1
一
七
五
四
〉
よ
り
山
小
屋
村
へ
預
処
名
主
返
答
も
右
同
様
-
一
御
座
候
-
一

一

、

前

文

略

け

作

ら

せ

置

候

尤

も

〈

最

も

〉

近

敷

付

南

須

釜

村

地

内

へ

山

小

屋

村

よ

り

~
山
小
屋
村
之
者
共
相
違
之
儀
出
訴

(
親
近
に
)
仕
候
挨
拶
柄
故
預
り
証
我
が
ま
斗
に
仕
付
候
立
毛
抜
き
と
り
~

.

仕

り

御
一
長
御
判
頂
戴
相
附
侯
間
恐
文
等
ハ
取
置
申
さ
ず
候
ヘ
共
全
体
南
候
へ

ど
も
叉
ハ
作
徳
指
出
候
共
致
侯
一

れ
乍
ら
返
答
を
以
て
左
ニ
申
上
げ
須
釜
村
水
帳
一
一
相
載
せ
候
高
内
ニ
紛
様
度
々
申
し
遣
わ
し
侯
へ
ど
も
我
が

奉

り

侯

ご

ざ

な

く

候

当

卯

年

〈

今

年

〉

御

定

ま

ふ

の

儀

ば

か

り

を

申

し

将

明

申

さ

.
一
、
山
小
屋
村
よ
り
申
立
て
侯
ハ
字
免
御
切
替
-
一
付
地
割
仕
り
候
故
右
わ
ず
(
ら
ち
あ
き
l
き
ま
り
が
つ
か
な
〈

ほ
ら
、
的
場
弐
ケ
所
の
畑
へ
南
須
せ
わ
ら
び
の
地
所
去
寅
ノ
春
(
昨
い
)
候
こ
れ
に
よ
り
私
共
方
よ
り
猶

h

釜
村
よ
り
手
差
仕
切
荒
ら
し
候
な
年
春
〉
取
戻
し
申
す
べ
き
旨
山
小
屋

叉
申
し
っ
か
わ
し
侯
は
畢
寛
〈
ひ
っ

ω

ど
と
申
立
て
候
儀
偽
(
い
つ
わ
り
)
村
名
主
方
へ
申
談
候
所
追
て
返
事
仕
き
ょ
う
日
つ
ま
り
)
地
所
預
け
置
き

ニ
御
座
候
南
須
釜
山
小
屋
境
之
儀

る

べ

き
な
ど
と
申
し
返
事
手
間
取
侯
候
儀
甲
斐

ニ
相
成
(
地
所
を
預
け
て

ハ
三
方
境
壇
(
境
界
に
築
い
た
て
右
地
所
へ
山
小
屋
村
よ
り
手
差
お
い
た
結
果
は
)

J

壇
〉
よ
り
引
廻
し
に
往
古
よ
り
蜂
ハ
手
を
つ
け
る
〉
仕
供
一
一
付
去
寅
(
次
号
に
つ
づ
く
〉
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納期一覧表

〈毎月258まで、

昭和53年度

各税白毎の納期限は次のとおりです。

日曜、祭日の場合は26日まで〉

玉川一小環境緑化優秀校に

二年連続の栄誉グ

納期 税 目 期 ~Ij 

5 月 軽(全自動車期税〉 固(定1資期産税〉

6 月 村(1民期税〉 国(1民年期金〉

7 月 保(1険期税〉

8 月
村民税

国(2民年期〉金( 2 期)

9 月 保(2険期税〉

10 月 国〈定2資期産税〉 国(3民年期金〉

11 月 村(3民期税〉 保(3険期〉税

12 月 固〈定3資産期〉税

1 月 村(4民期税〉 保(4険期税〉

2 月 国(定4資産期税) 

ま
む
し
抗
毒
素
の

取
扱
い

ま
む
し
に
よ
る
事
故
が
発
生
し
た
場

合
、
従
来
同
様
、
左
記
の
医
薬
品
販
売

業
者
等
に
ま
む
し
抗
毒
素
を
保
管
し
て

あ
り
ま
す
の
で
、
石
川
保
健
所
に
連
絡

の
上
、
払
出
し
を
受
け
て
下
さ
い
。

な
お
、
緊
急
時
及
び
夜
間
、
休
日
等

で
保
健
所
に
連
絡
出
来
な
い
場
合
は
直

接
、
払
出
し
を
受
け
て
下
さ
い
。

記

石
川
郡
石
川
町
字
南
町
一
番
地

伊

藤

薬

局

電
話

O
二
四
七
二
!
こ

l
二

O
五
八

万
一
、
伊
藤
薬
局
に
備
蓄
が
な
か
っ

=
=
=
畠
固
E
E
-
-
=
=
E
-
E
E
・E・
-
=
=
目
E
E
E
=
・

去
る
五
月
二
十
一
日
、
高
知
県
香
美

郡
土
佐
山
田
町
の
、
同
県
立
甫
喜

ケ
蜂

森
林
公
園
で
催
さ
れ
た
第
二
十
九
回
全

国
植
樹
祭
の
席
上
、
学
校
環
境
緑
化
部

門
に
お
い
て
、
二
年
連
続
の
全
国
入
選

の
表
彰
を
受
け
、
環
境
緑
化
に
か
け
る

熱
意
が
高
く
-
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
昨
年
に
ひ
き
続
き
、
子
ど

も
た
ち
の
毎
日
の
実
践
と
、

P
T
A
の

協
力
、
関
係
者
の
努
力
が
実
っ
た
も
の

で
あ
り
、
学
校
で
は
、
こ
れ
か
ら
も
、

「
い
つ
も
歌
と
花
の
あ
る
学
校
」
を
合

い
言
葉
に
、
情
操
教
育
に
つ
と
め
、
豊

か
な
人
間
形
成
に
努
力
し
た
い
と
語
っ

て
い
る
。

A. 

写
真
は
全
国
入
選
の
表
彰
状

た
場
合
の
連
絡
は
次
の
所
に
。

郡
山
紛
鈴
彦
郡
山
庖

O
二
四
九

J
五
一

J
二
四
二
五

白
河
川
W

ワ
タ
ナ
ベ
薬
局

。
二
四
八
二

J
三
J

ニ
O
一一

※
お
詑
ぴ
夕
、

五
月
号
に
掲
載
し
ま
し
た
、
乳
幼
児

健
康
診
断
日
程
表
に
一
部
誤
り
が
あ
り

ま
し
た
の
で
、
お
詑
び
し
て
次
の
よ
う

に
訂
正
い
た
し
ま
す
。

乳
幼
児
健
康
診
断
日
程
表

月

日

内

容

6
・

n

乳
幼
児
健
康
相
談

7
・

幻

乳

幼

児

健

康

診

断

8
・
M

乳
幼
児
健
康
相
談

9
・

m

乳
幼
児
健
康
診
断

叩

・

お

乳

幼

児

健

康

相

談

日

-m

乳
幼
児
健
康
診
断

ロ

-
m

乳
幼
児
健
康
相
談

1
・

お

乳

幼

児

健

康

診

断

2
・
2

乳
幼
児
健
康
相
談

3
・

m

乳
幼
児
健
康
診
断

六
月
公
民
館
関
係
行
事
予
定

文
化
の
ふ
る
さ
と
資
料
回
収

婦
人
学
級
打
合
せ
午
後
一
時

三

十

分

玉

川

公

民

館

3
1
4
日
青
年
リ
ー
ダ
ー
研
修

相

馬

海

浜

青

年

の

家

福
島
県
家
庭
教
育
研
究
大
会

白

河

中

央

公

民

館

文
化
財
保
護
審
議
委
員
会

午
後
一
時
一手

分

玉

川

公

民

館

1 
日

2 
日

5 
日

7 
日

8
日
高
令
者
学
級
(
時
事
問
題
)

叩
J
ロ

日

さ

っ

き

盆

栽

展

(
玉
川
村
体
育
館
)

日
日
第
二
回
文
化
の
ふ
る
さ
と
推
進

会
議
午
後
一
時
一
一
一
十
分

玉
川
公
民
館

比

日

あ

づ

ま

号

来

館

玉
川
公
民
館
午
後
一
時
一
ニ
十
分

須
釜
公
民
館
午
後
二
時
一
手
分

η

婦
人
学
級
開
講
式

日
日
川
辺
婦
人
会
コ
ー
ラ
ス
練
習
日

社
教
定
例
研
修
司

同
日
青
少
年
教
育
研
究
協
議
会

須
賀
川
中
央
公
民
館

体
育
指
導
委
員
会
午
後
七
時

玉
川
公
民
館

m
l
n日
婦
人
団
体
指
導
者
研
修

磐
梯
青
年
の
家

幻
日
社
教
定
例
研
修
日

お
日
村
民
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
・
バ
レ

i

ボ
ー
ル
大
会
、
玉
川
第
一
小

m
U
J
1
日
子
供
会
リ
ー
ダ
ー
研
修

少
年
自
然
の
家

月
末
統
計

30 
日

お

め

た

で

(
四
月
分
の
出
生
届
室
聞
か
ら
〉

保
護
者
名

一

部

勝

雄

地

区

岩

法

寺

南

須

釜

出
生
児
氏
名

奥

野

頒

也

太

田

春

美

お

や

み

く

地

(
四
月
分
の
死
亡
届
書
か
ら
)世

帯

年
令

主
名

位

敏

釘

健

一

郎

mm

澄

夫

お

今

朝

吉

氾

事

，、，、

V
4
φ
p
a

区

死
亡
者
氏
名

山 北南 小
小須須 11

屋釜釜 高

白

沢

ト

ク

三

輪

ト

キ

小

原

タ

ケ

草
野
新
次
郎

石

森

ハ

ナ




